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⑴　

本
校
と
地
域
の
実
態

　

本
校
は
、
生
徒
数
544
名
（
平
成
30
年

11
月
）
の
、
取
手
市
内
で
は
一
番
大
き

な
中
学
校
で
す
。
公
立
の
中
学
校
で
は

珍
し
く
空
手
道
部
が
あ
り
、
今
年
で
創

部
21
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。
毎
年
、

夏
に
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会
に
は
、
19
年
連
続
20
回
出

場
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
、

取
手
市
空
手
道
連
盟
が
あ
り
、
世
界
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
や
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
国
際
審
判
員
を
輩
出
し
た
り
、
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
い
つ
で
も

空
手
道
が
学
べ
る
環
境
が
、
整
っ
て
い

た
り
す
る
空
手
道
の
盛
ん
な
地
域
で
す

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
１
カ
所
、
道
場
６

カ
所
）。

　

ま
た
、
本
校
で
は
、
保
健
体
育
の
武

道
の
授
業
に
お
い
て
は
、２
０
１
３（
平

成
25
）
年
ま
で
、「
柔
道
」
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
の

保
健
体
育
の
教
職
員
で
「
空
手
道
」
経

験
の
あ
る
も
の
が
１
名
い
た
こ
と
と
、

地
域
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
理
由
か
ら
、
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
に
保
健
体
育
の
武
道
の
授
業
に

お
い
て
、
空
手
道
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

　

平
成
24
年
４
月
に
文
部
科
学
省
に
よ
る
中
学
校
武
道
必
修
化
が
始
ま
り
、

茨
城
県
で
は
初
の
試
み
と
し
て
、
公
立
中
学
校
で
あ
る
本
校
が
、
平
成
26
年

か
ら
「
空
手
道
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
公
立
中
学
校
、
し
か
も
、
県
内
初

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
特
別
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
体

育
部
の
教
職
員
と
外
部
講
師
が
話
合
い
を
重
ね
、
一
か
ら
授
業
を
創
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、「
空
手
道
」
の
授

業
に
お
い
て
、
次
の
4
点
を
実
施
し
ま
し
た
。
①
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充
実

②
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
導
入
③
一
人
一
人
の
役
割
の
充
実
④
話
合
い
活
動

の
充
実
。
ま
た
、
生
徒
が
興
味
関
心
を
も
っ
て
「
空
手
道
」
の
授
業
に
臨
む

た
め
に
競
技
や
攻
防
の
要
素
を
導
入
し
、
１
年
生
で
基
礎
・
基
本
・
形
を
習

得
し
た
後
、
３
人
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
チ
ー
ム
で
競
い
合
う
「
団
体
形
」、

２
年
生
で
は
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
タ
ッ
チ
組
手
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

他
の
チ
ー
ム
と
競
い
合
っ
た
り
、
一
対
一
で
の
技
の
攻
防
が
あ
る
こ
と
で

生
徒
は
興
味
関
心
を
持
ち
、
主
体
的
に
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
つ
ま
ず
き
を
ど
う
克
服
し
た
か
⑮
　（
空
手
道
・
生
徒
が
主
体
的
に
臨
む
た
め
に
）

茨
城
県
取
手
市
立
取
手
第
二
中
学
校　

教
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主
任
　
駒
木
　
浩
二
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⑴　

ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充
実

　

本
校
に
は
空
手
道
部
が
あ
る
も
の
、

生
徒
に
空
手
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
て

み
る
と
、多
く
の
生
徒
が「
痛
そ
う
」「
板

を
割
る
」「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
答
え
が
異
口
同
音
に
返
っ
て
き
ま
し

た
。
実
際
に
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
、

空
手
道
競
技
に
は
、「
組
手
」「
形
」
の

２
つ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
こ
で
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
充
実

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
授
業
の
導
入

段
階
の
１
時
間
目
に
、
世
界
選
手
権
大

会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
体
育
館
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
、
み
ん
な
で
鑑
賞
す
る
こ
と
に

よ
り
空
手
道
に
対
す
る
正
し
い
イ
メ
ー

ジ
を
も
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
（
資
料

２
）。
次
に
、
１
年
生
に
お
い
て
は
11

時
間
の
授
業
を
実
施
し
て
、
12
時
間
目

に
は
「
団
体
形
」
の
学
習
発
表
会
を
す

る
こ
と
、
そ
し
て
「
団
体
形
」
は
、
自

分
た
ち
で
審
判
や
運
営
を
行
う
こ
と
。

２
年
生
に
お
い
て
は
10
時
間
の
授
業
を

実
施
し
て
、「
タ
ッ
チ
組
手
」
に
取
組

む
こ
と
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
資
料
３
）
を
使
っ
て
説
明
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
か
ら
生
徒

は
、「
空
手
道
」
に
対
す
る
興
味
関
心

を
高
め
、
見
通
し
を
も
っ
て
授
業
に
臨

で
あ
る
教
科
研
究
部
と
体
育
部
で
、

次
に
地
域
の
協
力
者
３
名
（
以
下
：
外

部
講
師
）
と
学
校
の
体
育
部
教
職
員
と

で
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
展
開
す
る

か
、
空
手
道
の
授
業
を
通
し
て
生
徒
た

ち
に
ど
の
よ
う
な
力
を
つ
け
た
い
か
を

協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
外
部
講
師
と
学
校
の
教
職
員
と
の

間
で
、
新
た
な
課
題
が
出
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
空
手
道
の
流
派
の
問
題

で
し
た
。

　

空
手
道
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
流
派
が

あ
り
ま
す
。
本
校
の
保
健
体
育
の
教
職

員
は
「
剛
柔
流
」、
外
部
講
師
は
「
和

道
流
」
で
あ
り
、
同
じ
空
手
道
で
あ
り

な
が
ら
、
立
ち
方
・
技
の
攻
防
等
で
多

く
の
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
指
導
者
は
、「
自
分
の
流
派
を
教

え
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
教
職
員
と
外
部
講
師
の
教
え
に
違

い
が
あ
る
と
、
生
徒
は
混
乱
し
て
し
ま

い
、
理
解
が
深
め
ら
れ
な
い
と
考
え
、

全
日
本
空
手
道
連
盟
か
ら
刊
行
さ
れ
た

『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
を
「
落
と
し

ど
こ
ろ
」
と
し
て
共
通
理
解
を
図
り
、

毎
時
間
ご
と
の
授
業
の
展
開
や
目
標
を

細
か
く
設
定
・
確
認
し
て
い
き
ま
し

た
。

に
な
り
ま
し
た
。
空
手
道
が
実
施
さ
れ

る
前
年
に
は
、
全
４
回
の
空
手
道
の
校

内
研
修
が
本
校
教
職
員
対
象
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
（
第
１
・
４
回
は
座
学
、
第

２
・
３
回
は
実
技
）。
こ
の
研
修
を
通

し
て
、
全
教
職
員
で
空
手
道
の
「
安
全

性
」
や
「
取
り
組
み
や
す
さ
」「
特
性
」

を
学
び
、
全
教
職
員
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
資
料
１
）。

⑵　

最
初
の
課
題
と
そ
の
解
決

　

茨
城
県
内
に
お
い
て
、
保
健
体
育
の

武
道
の
授
業
で
、
空
手
道
に
取
り
組
む

中
学
校
は
他
に
は
な
く
、
本
校
の
取
組

は
、
茨
城
県
内
で
は
初
の
こ
と
で
し

た
。
そ
こ
で
、
最
初
に
学
校
内
の
組
織 資料 1　全４回の空手道の校内研修

資料 2　世界選手権大会を鑑賞資料３　ホワイトボードを使って空手道をガイダンス
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む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

⑵　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
導
入

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
は
、「
目
標
に
準

拠
し
た
評
価
の
た
め
の
『
基
準
』
づ
く

り
の
方
法
論
で
あ
り
、
学
生
が
何
を
学

習
す
る
の
か
を
示
す
評
価
規
準
と
学
生

が
学
習
到
達
し
て
い
る
レ
ベ
ル
を
示
す

具
体
的
な
評
価
基
準
を
マ
ト
リ
ク
ス
形

式
で
示
す
評
価
指
標
で
あ
る
」（
文
部

科
学
省
、２
０
１
１
）と
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
毎
時
間
の
授
業
ご
と
に
、
こ
の

時
間
に
こ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
「
Ａ
」、こ
こ
ま
で
で
き
た
ら
「
Ｂ
」

「
Ｃ
」
と
い
う
よ
う
な
評
価
基
準
を
、

授
業
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
通
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
生
徒
に
示
し
、
授
業
を
可
視

化
す
る
こ
と
で
す
。
生
徒
た
ち
が
自
ら

の
立
ち
位
置
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
高
い
次
元
を
目
指
そ
う
と
す

る
こ
と
で
、
意
欲
の
向
上
・
考
え
る
力

の
深
化
に
繋つ
な

げ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
本
校
の
保
健
体
育
の
観

点
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」「
思
考
・

判
断
」「
技
能
・
表
現
」「
知
識
・
理
解
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
空
手
道
の
授
業

に
お
け
る
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
に
次
の
よ
う
な
こ

と
が
評
価
基
準
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

Ｃ
＝
授
業
の
始
め
と
終
わ
り
に
、「
立

腰
」
を
し
て
「
礼
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

Ｂ
＝
授
業
の
「
立
腰
」、
さ
ら
に
形

の
始
め
と
終
わ
り
に「
礼
」が
で
き
る
。

　

Ａ
＝
Ｂ
・
Ｃ
の
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
体
育
館
や
武
道
場
に
入
る
時
に

「
礼
」
が
で
き
る
。

※�

「
立
腰
」
と
は
、
本
校
が
取
り
組
ん
で

い
る
、
姿
勢
を
正
す
こ
と
で
あ
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
の
行
動
が
自
主

的
・
自
発
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
き

ま
し
た
（
資
料
４
）。

⑶　

一
人
一
人
の
役
割
の
充
実

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
の
必
要
性
を
謳う
た

っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
①

学
ぶ
こ
と
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
こ

と
、
②
生
徒
同
士
の
協
働
、
③
教
職
員

や
外
部
講
師
と
の
対
話
、
④
今
ま
で
身

に
付
け
た
知
識
を
手
掛
か
り
に
自
己
の

考
え
を
広
げ
深
め
る
こ
と
、
以
上
４
点

が
必
要
と
考
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
生

徒
同
士
の
人
間
関
係
で
あ
り
、
生
徒
に

よ
る「
絆
づ
く
り
」、教
職
員
に
よ
る「
居

場
所
づ
く
り
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
し
た
（
文
部
科
学
省
、２
０
１
２
）。

　

そ
こ
で
、
本
校
の
教
科
研
究
部
が
中

心
と
な
り
、
す
べ
て
の
授
業
に
お
い

て
、
話
合
い
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
グ
ル
ー
プ

で
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
役
割
を
決

め
、
ス
ム
ー
ズ
な
話
合
い
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
（
資
料
５
）。
一

人
一
人
の
役
割
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
グ
ル
ー
プ
で
の
話
合
い
活
動
の
役
割
】

①
運
搬
（
プ
リ
ン
ト
等
を
集
め
た
り
・

配
る
）

②
記
録
（
話
合
い
の
内
容
を
詳
し
く
記

録
す
る
）

③
司
会
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
役
）

④
発
表
（
話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
表
す

る
）

【
空
手
道
の
練
習
・
試
合
】

①
キ
ャ
プ
テ
ン　

②
審
判　

③
記
録　

④
掲
示　

⑤
進
行　

⑤
号
令
・
呼
び
出

し
（
資
料
６
）

　

一
人
一
人
の
役
割
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
生
徒
が
意
欲
的
に
授
業
に

参
加
し
、
話
合
い
活
動
が
活
発
に
な
り

ま
し
た
。

⑷　

話
合
い
活
動
の
充
実

　

本
校
で
は
生
徒
が
あ
ら
か
じ
め
考
え

た
こ
と
を
、
生
徒
同
士
や
教
職
員
、
外

部
講
師
と
意
見
交
換
や
、
議
論
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
新
た
な
考
え
方

に
気
が
つ
い
た
り
、
自
分
の
考
え
を
よ

り
妥
当
な
も
の
に
し
た
り
す
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
空
手
道
」
の

授
業
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
話
合
い

の「
場
」を
設
定
し
ま
し
た（
資
料
７
）。

　

場
の
設
定
と
し
て
は
、
次
の
通
り
で

す
。

①
授
業
の
終
わ
り
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の

振
り
返
り
（
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
）

②
授
業
の
最
後
の
全
体
の
振
り
返
り

③
「
団
体
形
」「
タ
ッ
チ
組
手
」
に
お

け
る
グ
ル
ー
プ
内
の
作
戦
会
議
（
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

④
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
説
明
・
発
表
活
動

⑤
学
習
発
表
会
運
営
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

⑥
学
習
発
表
会
役
割
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

⑦
グ
ル
ー
プ
練
習
活
動
で
は
適
宜
（
教

え
合
い
・
気
づ
き
を
伝
え
る
）

　

話
合
い
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
が
目
標
や
身
に
つ
け
る
力
を

理
解
し
、
課
題
に
興
味
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生

資料 4　生徒の行動が変化

資料 5　生徒の役割を決定

資料 6-1　記録資料 6-3　進行 資料 6-2　掲示

資料 6-5　審判 資料 6-4　号令・呼び出し

徒
が
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
い
、
批

判
的
な
視
点
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
新

し
い
発
見
や
気
づ
き
が
得
ら
れ
、「
空

手
道
」
に
対
す
る
学
び
が
深
ま
り
、
表

現
す
る
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

授
業
を
通
し
て

見
え
て
き
た
も
の

空
手
道
の
授
業
実
施

前
の
取
組

７ ８ ９◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

実
際
の
取
組

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

最
後
に
、
授
業
を
通
し
て
見
え
て
き

た
「
成
果
」「
課
題
」
を
列
挙
し
ま
す
。

今
後
と
も
本
校
で
は
空
手
道
を
通
し
て

生
徒
が
主
体
的
に
授
業
に
臨
め
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴　

成　

果

　

①
１
時
間
目
の
授
業
で
、「
空
手
道
」

の
種
目
や
大
会
に
つ
い
て
、
映
像
を
使

っ
て
視
覚
に
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
生
徒

の
意
欲
が
高
く
な
っ
た
こ
と
。

　

②
「
空
手
道
」
の
単
元
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
取
組
を
す
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
力
を
つ
け
た
い
の
か
を
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
見
通
し
を
も
っ

て
「
空
手
道
」
の
授
業
に
臨
む
こ
と
が

で
き
た
こ
と
。

資料 7　教職員との意見交換
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③
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
導
入
し

た
こ
と
に
よ
り
、
毎
時
間
ご
と
の
個

人
と
チ
ー
ム
の
課
題
が
明
確
に
な

り
、
授
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
た
こ
と
。

　

④
役
割
を
明
確
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
授
業
に
お
い
て
の
自
分
の
居
場

所
づ
く
り
が
で
き
、
主
体
的
に
実
技

や
話
合
い
活
動
に
取
り
組
め
た
こ
と
。

　

⑤
話
合
い
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
友
達
と
の
意
見
交
換
や

比
較
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
深
め
、

表
現
す
る
力
が
身
に
つ
い
た
こ
と
。

　

⑥
生
徒
が
、
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
は
、
空
手
道
が
盛
ん
で
あ
り
、
日

本
国
内
や
世
界
で
活
躍
す
る
選
手
や

審
判
員
が
い
た
こ
と
を
知
り
、
自
分

た
ち
の
地
域
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。

　

⑦
日
本
の
武
道
を
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
礼
節
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
日

頃
の
あ
い
さ
つ
や
返
事
、
友
達
を
思

い
や
る
気
持
ち
の
育
成
に
繋
が
っ
た

こ
と
。

　

⑧
地
域
の
協
力
を
得
て
授
業
を
創

り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
空
手

道
未
経
験
の
体
育
教
師
も
協
働
の
喜

び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

集団での形演武

⑵　

課　

題

　

①
公
立
中
学
校
な
の
で
、
定
期
的
な

人
事
異
動
が
あ
る
た
め
、
空
手
道
経
験

の
あ
る
体
育
の
教
職
員
の
確
保
が
難
し

い
こ
と
。

　

②
指
導
す
る
側
（
教
職
員
・
外
部
講

師
）
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
を
つ
く
る

と
、
さ
ら
に
学
習
課
題
の
把
握
や
生
徒

の
つ
ま
ず
き
、
教
職
員
間
や
外
部
講
師

と
の
共
通
理
解
が
図
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

　

③
「
空
手
道
」
の
授
業
が
、
技
術
指

導
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
教
科
研
究
部

の
教
職
員
・
体
育
部
の
教
職
員
・
外
部

講
師
の
三
者
が
、
定
期
的
に
話
合
い
の

場
を
も
ち
、「
空
手
道
」
の
授
業
を
通

し
て
生
徒
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
力
を

つ
け
た
い
の
か
、
さ
ら
に
は
「
学
校
教

育
目
標
」
と
の
擦
り
合
わ
せ
を
図
る
必

要
性
が
あ
る
こ
と
。

▽
引
用
参
考
文
献

①
「
中
央
教
育
審
議
会
大
学
教
育
部
会
説

明
資
料
」（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
１
）

②「
生
徒
指
導
リ
ー
フ『
絆
づ
く
り
』と『
居

場
所
づ
く
り
』」（
文
部
科
学
省
、２
０
１
２
）

グループ学習で意見交換をする生徒

学習計画 

１ 

オリエンテーション 

グループ編成，種目の特性(ルール･マナー)の確認 

学習計画の作成 

 課題 技能 審判法 

２ 
空手道の基本を学ぼう。 

 

・ 空手着の着方 

・ 基本動作（礼法，立ち方） 
 

３ 

突き技について理解しよう。 

 ・ 平行立ちの突き 

 ・ 前屈立ちでの移動 

 

・ 平行立ちの突き 

 ・ 前屈立ちでの移動 

 

４ 

受け技について理解しよう。 

  

 

・ 平行立ちの上段受け 

 ・ 前屈立ちで上段受け 

 ・ 平行立ちの下段受け 

 ・ 前屈立ちで下段受け 

 

５ 

移動しながら受け技をしよう。

 

・ 前屈立ちで移動しながら

上段受け 

・ 前屈立ちで移動しながら

下段受け 

 

６ 

上段突きと上段受けの攻防を

通して,受け技の重要性を理解

しよう。 

順突き,上段受けでの攻防 

 ・ タオルでの攻防 

 ・ 平行立ちでの攻防 

 ・ 前屈立ちでの攻防 

 

７ 蹴り技について理解しよう。 
 ・平行立ちでの中段前蹴り 

 ・前屈立ちでの中段前蹴り 

 

８ 

９ 
基本形をやってみよう①  ・第１拳動～第 20 拳動まで  

１０

１１ 

グループで基本形をやってみ

よう② 
・第１拳動～第 20 拳動まで  

１２ グループ形の発表会 ・ 第１拳動～第 20 拳動まで 

・目付け（集中力）

・気合（発声） 

・技の力強さ 

 スピード（身体）

・残心（心） 

などの観点から評

価をしていく 

 

目標 

学び方・態度 技能・記録 
 
 
 
 
 

体育学習カード 

空手道 
１２時間扱い 年 組 番

名前 

メンバー 

名    前 係 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

1 時間の授業の流れ 

1 着替え   

2 あいさつ    (課題の確認) 

3 準備運動・補強運動 (グループ毎) 

4 活動       

5 まとめ        (学習カード記入) 

6 集合あいさつ  (学習カード提出) 

 

時 間 ( 分 )           １０          ２０         ３０         ４０  

活 動 の 内 容 

着 替 え 

あ い さ つ 

準 備 体 操 

活    動 

ま と め

ｶ ｰ ﾄ ﾞ 記 入

あ い さ つ

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

   

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

９ 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

   

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

10 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

   

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

11 

 目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

  

 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

 

 

技能の高まりがあった。  

 

グループ発表を終えて 

 

目標到達度    理由 

        ％          

 

 

空手道をやってみての感想 

 

 

 

 

この種目の MVP は？（理由も） 

 

 

 

 

月日 
自己評価 

◎ △ × 

高まったこと，気づいたこと， 

工夫したこと，試してみたこと 
次の時間のめあて 

２ 

 

 

 

学習の仕方がわかった。   

 

 

 

 

 

 

自分の力に合った目標を

定めた。 

 

３ 

 

 

 

 

ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

  

 

 

 

 

 

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

４ 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

５ 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

６ 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

   

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 ルールやマナーを守り安

全に注意して活動した。 

   

目標を達成するために意

欲的に取り組んだ。 

 

お互いに教え合って活動

した。 

 

練習の仕方が分かった。  

技能の高まりがあった。  




